












溝辺町章
溝辺町の『み』を図案化

して、本町の和と躍進の

姿を象徴したもの。

町民憲章

私たちは遠い祖先より受け継いだ、みどりの山河、美しい人

情、歴史に輝く伝統を背景として、郷土愛とたくましい生活意

欲をもって住みよい豊かな溝辺町を建設するためにこの憲章を

定めます。

心を合わせて 〇総親和 〇善意の出発 〇協調性
平和な町を築きます。 〇精神運動 〇自主 ・責任 〇親切運動

きまりを守り 〇法治国家としてのよ 〇明正運動 〇交通安全
住みよい町を築きます。 い市民性の育成 〇伝統と文化 0時間厳守

生活を工夫し 〇勤労意欲と生産性の 〇生産学習 〇新生活運動
豊かな町を築きます。 向上 〇生活改善 〇貯蓄推進

体をきたえ
〇健康と町内美化

〇社会体育 〇健康管理
明るい町を築きます。 〇三ない運動 〇環境衛生

楽しい家庭をつくり 〇家庭と人間関係 〇家庭の日 0青少年育成
しあわせな町を築きます。〇社会連帯感 〇話し合い学習 〇報恩感謝

ぃ＊しゅろ_J
ヤシ科の常緑樹。
原産地は明瞭ではないが、南九州
ともいわれる。
野趣に富み、南国的情緒豊かで、
街路樹、庭園樹としてよい。
最近化学製品におされて全くかげ
をひそめたが幹皮の繊維でつ くつ
たしゅろ縄、プラシ、ほうきなど
は古来生活の必需品として広く活
用され親しまれてきた。
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三
、

二
、

ヽ

溝
辺
町
民
歌

作
詞
作
曲

み
ど
り
の
森
よ
山
陵
の

嶺
に
ひ
ら
け
る
エ
ア
ポ
ー
ト

文

化

を

運

ぶ

ぎ

ん

よ

く

に

あ
あ
、
青
空
の
幸
を
く
む

伸
び
ゆ
く
溝
辺わ
が
ふ
る
さ
と

上

床

や

ま

の

若

葉

か

げ

巣
立
つ
小
鳥
の
生
き
い
き
と

あ
が
る
う
た
ご
え
高
ら
か
に

あ
あ
、
清
新
の
風
が
な
る

育
て
む
溝
辺
わ
が
ふ
る
さ
と

か
が
や
く
大
地
噴
く
水
に

勤

労

の

意

気

た

く

ま

し

く

豊
か
な
み
の
り
築
く
手
に

あ
あ
、
躍
進
の
明
日
を
よ
ぶ

興
さ
む
溝
辺
わ
が
ふ
る
さ
と

岩
元
喜
吉

岩

元

寛
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バラ科に属し原産は中国といわれ

るが、わが国でも古くから親しま
れ、万葉集、古今集などにも数多

くうたわれている。

極寒に耐え、春にさきがけて花を

つけるさまは「忍耐努力」に通ず
る。特に清楚で美しく、香り高い

花は古くから広く親しまれている。
また梅干しは食物の腐敗を防ぎ消

化を助けるとして、昔から珍重さ
れている。
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高
屋
山
上
陵

昭
和
4
3
年
7
月
工
事
着
手
前
の
新
鹿
児
島
空
港
建
設
予
定
地



高
屋
山
上
陵

昭
和
4
7
年
4
月
工
事
完
成
後
の
新
鹿
児
島
空
港





溝辺町全図



平
成
五
年
十
月
九
日

多
摩
美
術
大
学
理
事
長

寄

贈

者

藤

谷

宣

人

（
溝
辺
町
麓
出
身
）

作

者

市

川

保

道
一
九
九

一
年
作

桜

F

百
号

溝
辺
町
グ
リ
ー
ン
文
化
ホ
ー
ル

み
そ
め
館
ホ
ワ
イ
エ
の
絵
画



平
成
五
年
十
月
九
日

溝
辺
町
麓

寄
贈
者

吉

作

者

長

野

連
峰
暮
色

村

九
九
三

（
霧
島
）

年英
作 F

 勲

六
0
号



寄
贈
者

鹿
児
島
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

平
成
五
年
十
月
九
日

作
者

早
暁
桜
島

一
九
九
三
年
作

京

田

徹

夫

（
北
岳
）

F

百
号



た
め
、

さ
れ
て
い
た
も
の
を
文
化
ホ
ー
ル
み
そ
め
館
完
成
に

あ
わ
せ
、
展
示
場
所
を
移
転
、
展
示
効
果
を
高
め
る

ホ
ー
ル
に
常
設
し
た
。

J

の
作
品
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
展
示

昭
和
六
十
三
年
作

同
年
「
南
日
美
展
」
入
選
作
品

作

者

及

び

寄

贈

者

神

川

輝

彦

同
床
異
夢

F
百
二
十
号
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野村秀男

（平成3年）

, 

松山 績

（昭和51年）

今吉衛

（平成11年）

有馬四郎

（平成3年）



第19代

岩元秀則

第23代

笹峯護

第18代

今吉耕夫

第22代

福永忍

第21代

蔵園幸夫

第17代

福永春雄

第20代

春田忍



野の稔り（昭和初期の農村風景） 岩元東四男（昭和50年代制作）



本
町
の
郷
土
誌
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
、
新
鹿
児
島
空
港
の
開
港
を
記
念
し
て
初
版
が
発
刊
さ
れ
、

平
成
元
年
四
月
、
町
制
施
行
―
―

1
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
続
編
一
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
十
余

年
、
こ
こ
に
平
成
前
期
史
と
し
て
続
編
二
が
刊
行
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
県
下
三
山
陵
の

―
つ
で

あ
る
高
屋
山
上
陵
を
仰
ぎ
つ
つ
、
そ
の
時
代
時
代
の
先
人
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
溝
辺
を
想
う
燃
え
る
情
熱

と
温
か
い
思
い
や
り
の
心
で
、
新
た
な
歴
史
と
自
然
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
溝
辺
を
築
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
功
績
は
、
次
世
代
に
正
し
く
伝
え
る
べ
き
も
の
で
、
新
し
い
溝
辺
に
と
っ
て
も
大
変
意
義

深
い
指
標
に
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

我
が
町
は
、
「
み
ど
り
の
大
地
、
未
来
に
翔
ば
た
＜
空
港
の
町
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
上
床
公
園
を
生
涯
学
習
の
森
に
位
置
付

け
、
グ
リ
ー
ン
文
化
ホ
ー
ル
み
そ
め
館
、
ど
ー
む
等
を
建
設
し
、
文
化

・
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
な
か
、

空
港
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
形
成
の
一
環
と
し
て
麓
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手
、
み
ど
り
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
平
成
十
二
年
四
月
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
住
民
に
最
も
身
近
な
市
町
村
の
責
任
が
強
化
さ
れ
、
自
治
能
力
を

高
め
、
自
己
決
定
、
自
己
遂
行
に
よ
る
個
性
や
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
が
強
く
求
め
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
日
常
生
活
圏
の
拡
大

に
よ
る
広
域
的
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
厳
し
い
財
政
状
況
打
開
策
と
し
て
行
財
政
の
効
率
化

・
合
理

化
等
が
緊
急
の
課
題
と
な
り
平
成
の
大
合
併
が
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
が
町
も
姶
良
中
央
地
区
一
市
六
町
（
国
分
・
隼
人
・
溝
辺
・
横
川
・
牧
園

・
霧
島

・
福
山
）
で
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
、
協
議
を

重
ね
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
協
議
が
ほ
ぽ
整
っ
た
時
点
で
、
真
に
晴
天
の
露
歴
、
合
併
協
議
会
か
ら
の
離
脱
決
議
を
本
町
議
会

が
行
い
波
乱
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
町
長
と
議
会
の
対
立
が
生
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
議
会
の
翻
意
を
促
す
べ
く
東
奔

刊
行
の
こ
と
ば



平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
三
日

溝
辺
町
長

有

村

久

行

西
走
の
努
力
も
実
ら
ず
、
結
局
、
溝
辺
町
有
史
以
来
の
住
民
発
議
に
よ
る
住
民
投
票
に
よ
り
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
三
択
の
中
か
ら
圧
倒
的
多
数
を
も

っ
て

一
市
六
町
の
広
域
合
併
が
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

溝
辺
町
は
、
明
治
の
大
合
併
と
言
わ
れ
る
市
町
村
制
公
布
の
際
、
竹
子
・

三
縄
・
有
川
・
麓
・
崎
森
の
五
つ
の
村
が
合
併
し
て
溝
辺
村

が
誕
生
、
そ
の
後
昭
和
三
十
四
年
四
月
町
制
を
施
行
し
今
日
に
至

っ
て
お
り
、

一―

五
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
お
り
ま
す
。

一
市
六
町
が
合

併
し
ま
す
と
「
霧
島
市
」
誕
生
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
為
に
は
、
こ
の
十
二
月
議
会
で
配
置
分
合
議
案
の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

霧
島
市
は
向
後
一
世
紀
吸
収
合
併
の
憂
い
は
な
い
と
確
信
す
る
だ
け
に
私
た
ち
も
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
ん
な
状
況
の
中
で
の
出
版
で
あ
り
ま
す
が
、
編
集
委
員
会
を
中
心
に
皆
様
の
御
協
力
で
、
溝
辺
町
郷
土
誌
続
編
二
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
心
よ
り
喜
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。



二
十

一
世
紀
に
な
っ
て
、
社
会
は
、
科
学
技
術
の
著
し
い
発
展
や
情
報
化
の
進
展
に
よ
り
各
地
の
情
報

を
瞬
時
に
入
手
で
き
る
な
ど
、
高
速
ネ
ッ
ト
化
さ
れ
た
新
し
い
世
界
へ
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
る
情
報
化
、
国
際
化
、
人
口

移
動
な
ど
に
よ
る
都
市
化
や
過
疎
化
、
出
生
率
の
低
下
に
よ
る
少
子
高
齢
化
、
そ
し
て
科
学
技
術
な
ど
の

進
展
に
よ
り
、
我
が
国
の
経
済
や
社
会
の
状
況
も
大
き
く
変
動
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
市

町
村
合
併
問
題
が
大
き
く
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
溝
辺
町
と
し
て
の
平
成
史
を
集
約
し
、
後
世
に
残
す
こ
と
が
責
務
と
思
い
、
平
成

十
四
年
十
二
月
、
郷
土
誌
編
集
委
員
会
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

本
町
の
郷
土
誌
は
、
明
治
百
年
並
び
に
新
鹿
児
島
空
港
開
港
記
念
と
を
併
せ
た
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
三
日
に
「
初
版
」
が
発
刊
さ
れ
、

そ
の
後
町
制
施
行
三
十
周
年
を
機
に
、
平
成
元
年
四
月

一
日
「
続
編
一
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
編
集
す
る
平
成
史
は
こ
れ
を
、

「
続
編
二
」
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

編
集
委
員
会
は
、
会
長
岩
元
勝
芳
氏
、
副
会
長
今
吉
衛
氏
、
主
筆
二
見
剛
史
氏
、
第
一
部
（
行
政
）
会
長
岩
下
奎
吾
氏
、
第
二
部
（
産
業

経
済
）
会
長
上
原
良
喬
氏
、
第
三
部
（
教
育
文
化
）
会
長
山
口
隆
治
氏
等
を
中
心
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
各
部
会
の
積
極
的
な
資
料
収

集
・
整
理

・
原
稿
執
筆
と
、
岩
元
会
長
や
二
見
主
筆
ら
の
献
身
的
な
原
稿
校
正
等
に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い
郷
土
誌
が
こ
こ
に
完
成
し
ま
し

た。

「
続
編
―
-
」
の
巻
末
に
は
、
今
ま
で
の
郷
土
誌
す
べ
て
の
「
総
合
索
引
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
も
特
色
の
一
っ
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
の
歴
史
的
背
景
、
我
が
町
の
歴
史
や
先
人
の
働
き
に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
と
関
心
を
深
め
、
溝
辺
を
愛
す
る
心
情
を
育
て

る
の
に
役
立
つ
郷
土
誌
で
あ
る
と
誇
り
に
思
い
ま
す
。
編
集
・
執
筆
に
係
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
三
日

感

謝

溝
辺
町
教
育
長

登

岐

修



平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
三
日

四
文
字
熟
語
の
小
辞
典
を
手
に
し
て
、
日
本
文
化
の
基
礎
は
中
国
文
化
に
あ
る
と
の
思
い
を
し
み
じ
み

深
く
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
多
く
が
四
書
五
経
を
始
め
と
す
る
中
国
の
古
典
に
よ
っ
て
お
り
、
普

遍
の
光
を
放
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
か
ら
で
す
。
そ
の
一
っ
温
故
知
新
の
四
文
字
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

郷
土
誌
づ
く
り
も
正
し
く
こ
の
意
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

郷
土
誌
づ
く
り
は
過
去
を
省
み
ず
、
前
へ
前
へ
と
突
進
す
る
昨
今
の
風
潮
゜
或
い
は
、
物
の
豊
か
さ
で

食
欲
な
ど
の
基
本
的
欲
求
が
、
満
た
さ
れ
易
い
が
故
に
発
生
す
る
自
己
実
現
の
た
め
の
高
次
欲
求
が
満
た

さ
れ
ず
に
苛
立
ち
や
す
い
環
境
だ
け
に
、
大
変
に
大
事
な
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
溝
辺
町
郷
土
誌
づ
く
り
は
昭
和
四
十
八
年
に
明
治
百
年
誌
と
し
て
発
行
の
創
刊
号
、
平
成
元
年
に
昭
和
後
半
の
記
録
誌
と
し
て

発
行
の
続
編
一
に
続
く
も
の
で
、
平
成
前
半
の
記
録
誌
と
し
て
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
指
導
に
よ
る
平
成
の
市
町
村
合
併
の

動
き
が
急
で
、
本
町
も
来
る
平
成
十
七
年
新
し
く
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ぶ
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